
東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 空き家対策事業 整理番号 1302-012

事業継続年数 事業開始年度 平成29年度

分野別施策 ４　移住・定住の推進 所 属 長 谷藤 哲也

主な施策 ２　空き家の再生と活用 電話番号 82-6302

第２次
総合計画体系

政策目標 ５　快適で便利なまち 担当部署 企画課

根拠法令等 空家等対策の推進に関する特別措置法（平成26年法律第127号）

事業実施方法区分

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

  管理がされずに放置された危険な空家等に対する「安全確保」に加え、空家等を地域の資源ととらえた
「活用促進」、さらには空家等にしない「予防推進」を柱として、地域コミュニティの維持や町全体の活力の
向上を目指して総合的な空家対策を推進する。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

・空家等登録台帳登録者数（空き家持ち主 52件、利用希望者 139件）*令和4年度末時点
・空き家家財道具処分運搬費用補助金 3件
・空き家再生等促進事業費補助金 1件
・空き家相談会・居住支援相談会・耐震相談会…令和4年10月9日（日）

特記事項
　令和5年度から空家相談窓口を吉野川ハイウェイオアシスの吉野川テレワークオフィス内に開設した。
（委託事業者：家と暮らし合同会社）

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

町内にある空家の所有者及び空家利用希望者 対 象 者
町民・空家持主
及び移住希望者

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

  適切な管理がされていない空家等が防災、衛生、景観等の地域住民の生活環境に影響をおよぼしてい
ることに鑑み、地域住民の生命、身体又は財産を保護するとともに、その生活環境の保全を図り、あわせ
て空家等の活用を促進する。

  うち繰越分↓

11,234,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 823,779
  うち繰越分↓

4,229,835
  うち繰越分↓

3,200,000
  うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

1,600,000

 県支出金(b) 146,960
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓   うち繰越分↓

1,020,440
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

1,967,000
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓
80,000

  うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓
48,000

  うち繰越分↓
80,000

  うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓
48,000

  うち繰越分↓
5,987,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 676,819

  うち繰越分↓
1,561,395

項 1 総務管理費 目 7 企画費

特定財源の名称・金額
空き家対策総合支援事業補助金 1,600,000円　徳島県空き家再生等促進事業補助金 1,020,440円
東みよし町空き家判定業務自己負担金 48,000円

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 2 総務費

消耗品費 10,030円　印刷製本費 156,530円　通信運搬費 9,253円　通信運搬費（定住） 5,742円　各
種業務委託料 488,880円　情報処理機器類購入費 59,400円　各種補助金 300,000円  工事補助金
3,200,000円

備　 考

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


